
（別紙３）

～ 令和 8 年 3 月 31 日

（対象者数） 0名 （回答者数） 0名

～ 令和 8 年 3 月 31 日

（対象者数） 8名 （回答者数）
8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用者及び保護者以外の関係機関（相談支援や学校など）

ともコミュニケーションを図り、支援内容を

より良いものにしていく

2
保護者からニーズを確認して取り入れていく

活動内容の幅を広げていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童発達支援の新規利用者が入った際には

関係機関との連携をしっかりと取っていき、

より良い支援が提供できる環境設定を取り組む

2

3

○事業所名 あくせる

○保護者評価実施期間
令和 7 年 4 月 1 日

○保護者評価有効回答数

令和 7 年 4 月 1 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 8 年 4 月 25 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援の利用者がいないことから

保育園や幼稚園などの機関との関わりがないこと

利用枠の空きがないことから利用が出来ず、

接点がないこと

　

子どもの事を理解して特性に応じた専門的支援を

　　提供している

専門的職員の配置や

個別課題の計画書作成

個別支援会議の定期的な実施

活動プログラムが固定されないように工夫している
複数の職員でレクリエーションの考案

活動後の振り返り改善を行なっている

事業所における自己評価総括表公表


